
講座紹介

情報理論とソフトウェア
1 情報基礎学講座

2 ソフトウェア基礎学講座
3 ソフトウェア工学講座

4 ソフトウェア設計学講座

ネットワークと通信
5 インターネット・アーキテクチャ講座

6 インターネット工学講座
7 情報コミュニケーション講座

視覚・聴覚メディア
8 視覚情報メディア講座

9 音情報処理学講座
10 像情報処理学講座

知能情報，制御，ロボット
12 知能情報処理学講座

13 ロボティクス講座
14 システム制御・管理講座
15 応用システム科学講座

境知能学講座
10 像情報処理学講座

11 インタラクティブメディア設計学講座 16 環境知能学講座

計算機アーキテクチャ
17 コンピュータ設計学講座

18 コンピューティング・アーキテクチャ講座

言語処理
19 自然言語処理学講座

20 言語科学講座

論理生命学
21 論理生命学講座

22 生命システム学講座
23 神経計算学講座

システム生物学，ゲノム
24 システム細胞学講座

25 比較ゲノム講座
26 構造生物学講座

生命機能，生命構造
27 蛋白質機能予測学講座
28 生命機能計測学講座

NAIST情報科学研究科にはこのように数多くの講座があり，
さまざまな分野の研究を行っています．

次項からそれぞれの講座の研究内容と今回のデモ・展示内容を紹介しています．
興味がある講座があればぜひ足を運んでください．
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教育連携講座の中には今回デモ・展示を行っていない講座もあります．

そのような講座の研究内容などについては，Webサイトなどをご参照ください．



※講座名横の数字は地図上の番号に対応しています

情報理論とソフトウェア

情報基礎学講座 （関研究室） B5061
研究室の概要 （情報セキュリティ，ソフトウェア設計検証法，誤り制御方式，信用管理方式）

情報科学の分野では，これまでに多くの理論的な知見が得られています． 本講座では，アルゴリズム理論，計算

量理論，プログラム理論，情報理論など，情報科学の基礎理論に裏打ちされた技術をバックグラウンドとし，現実
世界における様々な問題の本質的な部分を解決する，斬新な技術の研究・開発に取り組んでいます．

• 誤り制御アルゴリズムの開発
• 信用管理モデルとシステム検証
• VPN多重帰属の分散制御法
• 生物系列解析に適した形式言語理論の発展的研究

研究紹介
• 暗号を用いた プロトコルの設計・実装
• 暗号鍵管理方式
• アドホックネットワーク用セキュリティ基盤
• センサネットワークセキュリティ
• ソフトウェア自働検証技術

世界における様々な問題の本質的な部分を解決する，斬新な技術の研究 開発に取り組んでいます．

ソフトウェア基礎学講座 （伊藤研究室） A608, A615

研究室の概要 （ユビキタスコンピューティング，通信ネットワーク，マルチメディア）

本講座では，分散システム，並列システム，リアルタイムシステムを対象に
(1) 対象問題の形式化（モデル化）とそれを解く効率の良いアルゴリズム
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★ 3Dスマートスペースシミュレータ UbiREAL
★ 観光ナビゲーション P-tour
•  大規模協調作業支援フレームワーク
• 救命救急での人間情報センシングシステム

(1) 対象問題の形式化（モデル化）とそれを解く効率の良いアルゴリズム
(2) システムの開発支援，性能評価，高信頼化を目的とした開発支援環境

に関する研究を行っています．

研究紹介
★ 車車間通信アプリケーション・テストベッド

LEGO MINDSTORMを使ったテストベッド
•  アドホックネットワークでの情報共有・散布方式
• 省電力ビデオ配信システム

観光用ナビゲーションシステム
P-Tour

• 救命救急での人間情報センシングシステム省電力ビデオ配信システム

ソフトウェア工学講座 （松本健一研究室） B111-B113

研究室の概要 （開発の見える化，コードレビュー，HCI， ソーシャルネットワーク分析，セキュリティ）
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本講座では，ソフトウェアの開発・利用管理を支援する技術について，理論面の研究と共に，技術の有効性を確
かめる実証実験にも力を入れて取り組んでいます．ソフトウェアの開発・利用形
態が多様化する現状では，ソフトウェアに関する基本的な理論や技術を踏まえ
つつ，学生の好奇心や柔軟な思考をうまく組み合わせていくことが，既存技術に
とらわれない先端的で実用的な研究につながると考えています．

研究紹介
★ソフトウェア開発の見える化 ●プログラムリーディング
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★視線計測装置を用いたwebユーザの分析 ●ソフトウェアセキュリティ
★ソーシャルネットワーク分析 ●ネットワークソフトウェア

※ 研究紹介で ★ マークのものはデモンストレーションがあります．• マークのものはパネル等での紹介となります．



※講座名横の数字は地図上の番号に対応しています

ソフトウェア設計学講座 （飯田研究室） B114

研究室の概要 （ソフトウェア設計，設計プロセス，システム開発支援）

本講座では トウ アやそれらによ て構成される大規模システムの開発 設計を
図や写真
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本講座では，ソフトウェアやそれらによって構成される大規模システムの開発・設計を
支援する技術についての研究を行います．特に，設計プロセスや設計情報のモデリング
理論や実装技術を中心に取り組んでいます．また，企業との共同研究を通じた実践的ア
プローチも重視しており，産業界との交流も活発に行っています．

（必要なら）
このあたりに
添付

研究紹介
★ 開発過程再現システム Project Replayer

• 開発者用メーリングリストからのコンテキスト抽出
ソフトウ ア開発計画の立案支援システム

•  コードクローン分析・調査環境
•  開発履歴情報を用いた細粒度プロセスの抽出・分析
•  分散開発における複数組織間での開発活動支援

ユ ザビリティテクニ クとソフトウ アプロセスの統合• ソフトウェア開発計画の立案支援システム
• デザインパターン履歴分析

• ユーザビリティテクニックとソフトウェアプロセスの統合
•  巨大連立一次方程式を解く高速なアルゴリズム

ネットワークと通信

インターネット・アーキテクチャ講座 （砂原研究室） B206

研究室の概要 （モバイル/アドホック，ユビキタス，システム・運用，マルチメディア）

本講座では，ネットワークトラフィックの解析手法や管理者支援，セキュリティ，実際のイ
ンタ ネ トを用いたテストベ ドの構築運用等 インフラストラクチ としてのインタ ネ
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• Mobile ER
• グリッドコンピューティング
• アドホックネットワーク

ンターネットを用いたテストベッドの構築運用等，インフラストラクチャとしてのインターネッ
トを支える基礎技術から，各種センサを用いたP2Pネットワークの構築・運用，位置情報
サービス，インターネット自動車，マルチメディアコンテンツの安定配送など，生活に身近な
応用技術までを研究しています．

研究紹介
★ PSP2P （P2Pによる写真共有）
★ Live E! （広域気象センサネットワーク）
• PlanetLab（プラネットラボ） • アドホックネットワ ク• PlanetLab（プラネットラボ）

インターネット工学講座 （山口研究室） A316

研究室の概要 （セキュリティ，ワイヤレス＆モバイル，アプリケーション，スケーラビリティ）
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本講座では，インターネットの持続的発展を可能とするため，様々な側面から，インターネッ ト・メ
タシステムの創出と体系化に取り組んでいます．インターネットの本質的な問題点を解決，及び
未来のインターネットのあるべき姿を描くため，日々研究を行っています．

研究紹介
★ Inter-domain Traceback Architecture
★クロスレイヤ機構を用いた無線LANハンドオーバ
★インターネットにおける分散協調計測
★ Underwater Network

●Wifi-WiMAX間ハンドオーバ
●Large-scale mesh network management system
●ネットワークコーディング
●機器指向の認証 アクセスフレ ム制御
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★ Underwater Network
★センサーネットワークアプリケーション

●機器指向の認証・アクセスフレーム制御
●Secure Application of Public Key Infrastructure  等

※ 研究紹介で ★ マークのものはデモンストレーションがあります．• マークのものはパネル等での紹介となります．



※講座名横の数字は地図上の番号に対応しています

情報コミュニケーション講座 （岡田研究室） A411

研究室の概要 （ワイヤレス通信システム，組込みコンピュータビジョン）

本講座では ユビキタスメディアコンピューティングの実現を目指して 技術の核となるブロードバ
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★ リアルタイム笑い男
-プレイステーション3を利用した実時間顔認識

本講座では，ユビキタスメディアコンピュ ティングの実現を目指して，技術の核となるブロ ドバ
ンドワイヤレス通信システムの研究と組込みコンピュータビジョンの研究を行っています．ブロード
バンドワイヤレス通信の研究では高速に移動する移動体におけるブロードバンド伝送の品質改善
や，超高速・高能率衛星通信システムの実現に向けた研究を理論面と実装の両面から行っていま
す．また，組込みコンピュータビジョンに関しては，組込みに適した高精度並列アルゴリズムの研
究，並列実装，専用プロセッサの開発・設計と理論から実装まで幅広く対象としています．

研究紹介
★ デジタル通信の原理
★ 地上デジタルTVの移動受信 プレイステ ション3を利用した実時間顔認識

• ブースティングに基づく物体認識プロセッサの開発
★ 地上デジタルTVの移動受信
• 超高速衛星通信

視覚・聴覚メディア

視覚情報メディア講座 （横矢研究室） B308, VBL1階8
研究室の概要 （画像処理，拡張現実感，ウェアラブル，三次元モデリング）

コンピュータやロボットが外界を「視る」ための技術とコンピュータ内部の多様な情報を人間に「魅せる」ための技術を
中心に 画像処理 インタフ ス グラフィクスとそれらの複合領域において視覚メディアの研究を行っています中心に，画像処理，インタフェース，グラフィクスとそれらの複合領域において視覚メディアの研究を行っています．

研究紹介
★ビデオカメラによる紙面の高解像電子化
★ウェアラブルコンピュータによる拡張現実感
★画像のぼけ推定に基づく実時間CGレンダリング
★全方位立体映像の生成

★飛行船からの映像のライブ配信
★没入環境での全方位仮想ジェットコースター体験

ランドマークデータベースによるカメラ位置・姿勢推定
画像・形状の欠損領域の自動修復

音情報処理学講座 （鹿野研究室） B616, B118, ロビー, IC 1F 

研究室の概要 （音声認識，音声合成，音声対話，音源分離，音場制御）
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★ ブラインド音源分離 （Ｂ６０８）

本講座では，マンマシンインタフェースでの音声の役割，ネットワーク，通信における音と音声
の問題，マルチメディアにおける音の効果，実環境における音声と音の役割などを考えながら，
メディアとしての音・音声の認識，合成，再現，通信の研究を行っております． 特に，音声を中心
としたユニバーサルインタフェースの観点から，音声対話システム，ロボットコミュニケーション，
発話障害者補助，音のバーチャルリアリティなどの研究を行っています. 

研究紹介
★ 音声情報案内システム「たけまるくん」 （Ｂ６１６）
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★ 音の仮想臨場感再現 （Ｂ１１８）
★ ハンズフリー対話ロボット （イノベーションセンター）

★ 声質変換 ★ 無音声認識・無音声電話 （Ｂ６１６）
★ 駅構内案内システム「キタちゃん」 （ロビー）

※ 研究紹介で ★ マークのものはデモンストレーションがあります．• マークのものはパネル等での紹介となります．



※講座名横の数字は地図上の番号に対応しています

像情報処理学講座 （千原研究室） A111，A208，A407

研究室の概要 （複合現実感，医用画像処理，エンタテインメントVR）

画像メデイアとバ チャルリアリティ技術の研究開発を通して 画像の計測 処理 変換 認
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★動画像中の走行人物の身長推定
★透明物体の表面形状復元
★円筒鏡を用いた三次元復元

画像メデイアとバーチャルリアリティ技術の研究開発を通して，画像の計測･処理･変換･認
識･可視化まで，画像を機械と人間また人間と人間とのコミュニケーションのための主要なユ
ビキタスメディアと捉えて，広く画像情報処理に関する教育と研究を担当しています．

研究紹介
★リアルタイム水滴シミュレーション
★超音波診断訓練シミュレータ
★把持動作アニメーションの自動生成

インタラクティブメディア設計学講座 （加藤研究室） A708

研究室の概要 （ヒ ンインタフ ス デ タベ ス 画像認識 理解 ンピ タグラフ クス）
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★円筒鏡を用いた三次元復元
★赤外発光マーカによる屋内ユーザ測位

★把持動作ア メ ションの自動生成
★複数プロジェクタによるＨＤＲ表示

★ 像欠損自動修復シ ム

研究室の概要 （ヒューマンインタフェース，データベース，画像認識・理解 ，コンピュータグラフィクス）

本講座では，未来のインタラクティブメディアのあり方を考え，それを実現するために必要となる，メディア処理，
ヒューマンインタフェース，データベースに関する研究を行っています．特に，コンピュータビジョンやコンピュータグ
ラフィクスの研究，それらを融合して構築する拡張現実感システムに関する研究，膨大な情報を効率良く取り扱うた
めのXMLデータベースに関する研究，状況やユーザの好みにあった情報を
提供する次世代情報検索技術の研究に力を注いでいます．

研究紹介
★ 拡張現実感インタフ ス ★ 画像欠損自動修復システム

★ プロジェクタカメラ系によるARシステム
★ CGにおける物理シミュレーション

★ 拡張現実感インタフェース
★ 高性能XML文書検索システム
★ 状況依存型情報推薦システム

知能情報，制御，ロボット

知能情報処理学講座 （木戸出研究室） B715

研究室の概要 （人間機械複雑共存系，視覚情報処理，身体情報処理）
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さまざまなロボットと人間が共存して豊かな生活を送る「人間機械複雑共存系」の実現を
目指して，実世界の多様かつ複雑な状況に対応できる知能情報処理技術の研究に取り
組んでいます．その中でも特に，実世界の状況認識・理解に不可欠な視覚情報処理技術
と，物理インタラクションに必要な身体情報処理技術に焦点を当てて研究を進めています．

研究紹介
• 視覚−３次元ビデオ
• 身体/視覚-金魚すくいロボット
★身体 複数首振りプ ジ クタによる高性能ビデオ投影

• 身体−ロボットの運動学習
• 身体−コミュニケーションロボット
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★身体- 複数首振りプロジェクタによる高性能ビデオ投影
• 視覚－白内障画像診断システム • 視覚－拡大教科書作成支援システム

※ 研究紹介で ★ マークのものはデモンストレーションがあります．• マークのものはパネル等での紹介となります．



※講座名横の数字は地図上の番号に対応しています

ロボティクス講座 （小笠原司研究室）

研究室の概要 （知的ロボットシステム，ビジュアルインタフェース，ヒューマンモデリング）

ロボットは 実世界の環境や人間との相互作用（インタラクション コミュニケ ション）に基づき機能する知的シス

A111（ロボット実験室）13

ロボットは，実世界の環境や人間との相互作用（インタラクション，コミュニケーション）に基づき機能する知的シス
テムです．このような知的システムでは，実時間での認識機能（リアルタイムセンシング）が重要となります．本講座
では，視覚情報・触覚情報をはじめとしたリアルタイムセンシング技術や，それらに基づいて知的システムを構成す

る技術に関して研究をしています．

研究紹介
★ ヒューマノイドロボットによるインタラ

クション
★多指ロボットハンド（NAIST H d）の

★ 運動視差を用いた3次元ディスプレイ
• 空気圧ゴム人工筋を用いたパワー

アシストス ツ★多指ロボットハンド（NAIST-Hand）の
デモンストレーション

アシストスーツ

研究室の概要 （制御理論，最適化理論，ロボット/プロセス制御，ヒューマンファクター）

システム制御・管理講座 （西谷研究室） ①B707  ②B119

本講座では，システム制御に関係する幅広い基礎理論(制御理論，最適化理論，システ
ム理論，信号処理論，マンマシンインターフェイス論など)をもとに，人工物を人間が制御・
運転・管理する際に生じる様々な問題を解決するための研究を行っています．具体的な対
象は，ロボット，プラント，自動車に大別されます．

14

研究紹介（★：デモを実施するテーマ，○：展示のみのテーマ）

★ 車両型移動ロボットの自動制御
★ ロボットアームの遠隔操作システム
○ ２足歩行ロボット

★ ドライビングシミュレータを用いた運転行動解析
★ プラントシミュレータによるプラント運転体験
○ プラントアラームシステム評価ソフトウェア

B707 会場 B119 会場

応用システム科学講座 （杉本研究室） B607

研究室の概要（システム制御，遠隔制御，光ネットワーク技術，受動歩行，スイッチング制御）

15

本講座では，「制御工学」，「センシング&信号処理技術」，「ネットワーク通信技術」，「制御と
通信の融合領域」など幅広い分野の基礎理論から応用にわたる研究に取り組んでいます．

研究紹介
★ 電動自転車のパワーアシスト制御
★ アクティブビジョン型ヘリコプタ姿勢制御
★ Webカメラによるビジュアルフィードバック
★ インターネットを介した遠隔制御
★ センサネ トワ クの ボ ト遠隔制御

★ 移動ロボットの衝突回避
★ 次世代光ネットワーク
★ 調理家電の温度制御
★ （CICP2007）大道芸ロボット

「染之介・染太郎」 1F展示中

14

★ センサネットワークのロボット遠隔制御
★ マニピュレータによる一筆書き学習

※ 研究紹介で ★ マークのものはデモンストレーションがあります．• マークのものはパネル等での紹介となります．



※講座名横の数字は地図上の番号に対応しています

環境知能学講座 （萩田研究室）

研究室の概要 （環境知能，ネットワークロボット）

本講座は 今年からスタ トし ロボ トや人工物の「個体知能 と

ロビー16

環 境
環境

本講座は，今年からスタートし，ロボットや人工物の「個体知能」と
人，モノ，コトの環境情報を計測・認識して，数値・言語情報で構造化
する「環境知能」を融合して，人とコミュニケーションするロボットに

ついて研究・教育を行います．

研究紹介
★環境情報構造化共通プラットフォーム
• コミュニケーションロボットとは • ロボット実証実験

人（々）ロボット

環 境 知能

ロボットの
人とロボットの
コミ ニケ ション• コミュニケ ションロボットとは • ロボット実証実験

• ネットワークロボット • 人位置・行動認識

ロボットの
個体知能

コミュニケーション
過程

計算機アーキテクチャ

コンピュータ設計学講座 （藤原研究室） A30617
研究室の概要 （VLSIの設計とテスト，分散/並列アルゴリズム）

本講座では，VLSI設計におけるデザインクライシス・テストクライシスを解決す
るためにテスト容易性を考慮した設計技術 テスト技術に関する研究を行 ているためにテスト容易性を考慮した設計技術・テスト技術に関する研究を行ってい
ます．また，並列・分散環境で効率よく問題を解決するための基盤技術である
並列／分散アルゴリズムの研究も行っています．

研究紹介
★ VLSI の設計フロー
★ テスト生成
★ 分散アルゴリズム

並列アルゴリズム

実際にCADシステムを利用
して，VLSIの設計フローを
わかりやすく説明します．

★ テスト容易化設計によるテスト生成高速化
プロセッサのテスト/ テスト容易化設計
フォールスパス判定とテスト不要化合成
SoC / NoC のテストスケジューリング並列アルゴリズム SoC / NoC のテストスケジュ リング

コンピューティング・アーキテクチャ講座 （中島研究室）

研究室の概要 （コンピュータ・アーキテクチャ，量子情報処理，書換え可能なハードウェア）

B40718

本講座では，ソフトウェアとハードウェアの両面にわたって，現行システムを凌駕する次世代の
新しい計算・通信パラダイムに関する最先端の研究を進めています．目標は，究極の計算性能と
セキュリティ機構の実現．特に，近年注目されている，マルチコア，低電力プロセッサ，量子情報
処理，書換え可能なハードウェア，並列計算に関し，理論的側面から実用的側面までの幅広い
視点から，研究および教育活動を推進しています．

研究紹介
★高性能プロセッサアーキテクチャ ★解読が原理的に不可能な量子暗号システム

書 換 ド 算 路

15

• 書き換え可能ハードウエア • 量子計算，量子通信，量子回路設計
• 高信頼アーキテクチャ • 並列計算アルゴリズム

※ 研究紹介で ★ マークのものはデモンストレーションがあります．• マークのものはパネル等での紹介となります．



※講座名横の数字は地図上の番号に対応しています

言語処理

研究室の概要
（自然言語解析技術・テキストマイニング・Web文書処理・世界知識獲得）

人間の知能の本質である自然言語の計算機による解析と理解を中心的なテーマとし，
言語の構造の解明と定式化 また その応用および関連研究を行なっている

自然言語処理学講座 （松本裕治研究室）19 A706・A707

言語の構造の解明と定式化，また，その応用および関連研究を行なっている．

研究紹介
★Webテキストからの意見抽出

★経験情報に基づくブロガー検索

★Webからの常識的知識の自動獲得

· 研究者のサーベイ活動支援技術

★日本語形態素解析システム「茶筌」

★解析済みデータ格納・検索ツール「茶器」

★日本語係り受け解析システム「南瓜」

★日本語省略解析システム「新茶」

言語科学講座 （客員講座 Nick Campbell研究室） B414

研究室の概要 （音声言語処理，自然対話コーパス，音声合成，パラ言語情報処理）

人と人，人とコンピュータとの日常的なコミュニケーションを実現するためには，
自然な対話の構造をモデル化することが不可欠です

20

えー （躊躇）

ですが…（反論）

あぁ! (発見）自然な対話の構造をモデル化することが不可欠です．
本講座では，声の調子や身振り手振りなどの情報を含んだ自然なコミュニケーションを
工学的な見地から分析し，実社会への応用に向けて研究しています．

研究紹介
★ 大規模自然対話コーパス ・断片発話の韻律特徴分析
★ 対話型音声合成NATR
･対話コーパスへの構造情報付与
ノンバ バル発話の意図推定

あぁ!        (発見）

うん． (納得)

~だけど

… （曖昧）

． （終了）

，どうです？（継続）

・ノンバーバル発話の意図推定

16
※ 研究紹介で ★ マークのものはデモンストレーションがあります．• マークのものはパネル等での紹介となります．



※講座名横の数字は地図上の番号に対応しています

論理生命学

論理生命学講座 （池田研究室）

研究室の概要 （脳情報科学，機械学習，適応システム）

「論理生命」とは「学習するシステム」一般を意味する造語です．生命システムも知能システム
も，まわりの環境に応じて自らを作り変える「論理生命」です．本講座では，「論理生命」の本質を
数理的視点から解明することで，機械学習アルゴリズムの解析と開発，脳情報処理システムの

21 IC, A605, ロビー

解明，適応的工学システムの開発と解析などを行っています．

研究紹介
イノベーションセンタ
★ 筋電信号を用いた人間とロボットの協調
★ ベイズ推定を用いた実時間顔向き認識
★ 準受動二足歩行ロボットの強化学習
・ピアノ離鍵動作の学習支援

A605
★統計的推定を用いた楽器同定
・機械学習に基く生命情報処理と臨床診断への応用
・ベイズ推論を用いたユーザー行動モデリング
１Fロビー
・計算神経科学（眼球や注意の制御）

生命システム学講座 （石井研究室） A405

研究室の概要 （システム生物学，神経のモデル，計算論的認知心理学，生物の形態形成）

22

刺激
(入力)本講座では，生物におけるシステムについて研究しています．神経細胞レベルのシス

• 神経の電気活動のメカニズム

• 神経軸索の形成メカニズム

• シナプス可塑性メカニズム

研究紹介 ？？

反応
(出力)

システム

本講座では，生物におけるシステムに いて研究しています 神経細胞レ ルのシス
テムから，個体の形態形成のシステム，そして私たちの脳の中で行われている認知過
程のシステムについて，情報科学の手法を用いて解明することが目的です．

• 生物個体の中の細胞移動

• 認知過程の計算論的メカニズム

• 音楽の統計的推定 (出力)

神経計算学講座 （銅谷研究室） A405

研究室の概要 （計算神経科学，強化学習，ベイズ推定，神経修飾物質，進化ロボット）

23

本講座では，動物の行動実験や生体内シグナル伝達シミュレーションを通して，実際の生物
の脳がどのような機能をはたしているのか，また，脳と同じような機能を持つ人工生命体・ロ
ボットを創造するためにはどのような学習プログラムが必要なのかを解き明かすことによって，
脳の巧みで柔軟な情報処理機構の解明を目指しています．

研究紹介
ベイズ推定による細胞内シグナル伝達系同定法
線条体におけるシナプス可塑性のシグナル伝達モデル
確率的報酬課題におけるラットの神経活動計測

遅延を伴う確率的報酬獲得課題におけるヒトの意
思決定モデル
強化学習におけるメタパラメ タの学習・進化とサ

17

確率的報酬課題におけるラットの神経活動計測 強化学習におけるメタパラメータの学習・進化とサ
イバーローデント集団への実装

※ 研究紹介で ★ マークのものはデモンストレーションがあります．• マークのものはパネル等での紹介となります．



※講座名横の数字は地図上の番号に対応しています

システム生物学，ゲノム

システム細胞学講座 （小笠原直毅研究室） C712（バイオC棟）

研究室の概要 （ゲノム微生物学）

微生物の研究は全ゲノム配列決定により遺伝情報の全体をまず明らかにし，
それを基に研究を行う時代になっています．私たちは，枯草菌と大腸菌について，
遺伝子の機能的ネットワークを明らかにして，微生物の細胞機能をシステムとして

24

理解することを目指す研究を進めています．そのために，最新の実験手法の確立
と，それを利用した解析を行っています．

研究紹介
★ゲノム微生物学とは？
★タンパク質相互作用解析の紹介

• リボソーム生合成経路について
• ChIP-on-chip解析の紹介

比較ゲノム学講座 （金谷研究室） A502，A504，A506

研究室の概要 （バイオインフォマティクス，メタボローム，メタゲノム）

ゲノム解析やメタボローム解析などの”Omics Science”によってもたらされた膨

大な生命情報を 情報科学の技術を駆使することで 生物の普遍的かつ多様で

25

大な生命情報を，情報科学の技術を駆使することで，生物の普遍的かつ多様で
あるロバストシステムを体系的に理解するバイオインフォマティクス研究を推し進
めています．

研究紹介
・ バイオインフォマティクスにおける要素技術の研究開発
・ 植物，動物，微生物のゲノム解析
・ 植物の２次代謝物質データベースの構築
・ メタボロームインフォマティクス＆ケモインフォマティクス

機能性食品開発に向けたゲノム解析・ 機能性食品開発に向けたゲノム解析

構造生物学講座 （箱嶋研究室） D519（バイオD棟）

研究室の概要 （構造生物学，タンパク質，立体構造解析）

26

構造生物学は分子の立体構造を基盤にして分子の機能に迫るという研究で
す．本講座では，生命現象を生体分子の立体構造から理解するため，構造生
物学の研究をおこなっています．タンパク質複合体など生体高分子の結晶を作
成し，Ｘ線回折データを解析することにより，立体構造を原子レベルで決定しま
す．得られた立体情報を通して，タンパク質の機能，すなわち分子認識や触媒
作用などの機能を直接的に解明します．

研究紹介
★タンパク質結晶の顕微鏡観察  タンパク質精製装置の紹介

18

★タンパク質結晶の顕微鏡観察
★タンパク質立体構造のコンピュータ表示

• タンパク質精製装置の紹介
• Ｘ線回折装置の紹介

※ 研究紹介で ★ マークのものはデモンストレーションがあります．• マークのものはパネル等での紹介となります．



※講座名横の数字は地図上の番号に対応しています

生命機能，生命構造

蛋白質機能予測学講座 （川端研究室） A506
研究室の概要 （タンパク質，立体構造，バイオインフォマティクス）

本講座では，蛋白質の立体構造データを駆使して，蛋白質の配列と構造，
構造と機能の関係について情報科学的な研究を行っています．統計的学
習，計算幾何，３次元画像処理，分子シミュレーションなどの情報技術を用

蛋白質 構造デ タから 機能を読 解き 新 薬

27

★ 混合正規分布モデルを用いた高速フィッティング計算
• SNPの配列・構造の特長による病因性予測

いて，蛋白質の配列・構造データから，その機能を読み解き，新しい薬の
設計や医療診断に役立つ知見を得ることを最終目的としています．

研究紹介
★ 赤青眼鏡を用いた分子構造の立体視
★ 蛋白質の立体構造比較プログラムMATRAS
★ 蛋白質複合体モデリングサーバHOMCOS
★ 結合ポケット発見プログラムPHECOM/GHECOM

生命機能計測学講座 （湊研究室） ロビー，B514

研究室の概要
本講座ではナノ・ミクロからマクロにいたる様々な生命機能計測とそ

の情報処理技術 例えば 光ピンセ ト 細胞三次元イメ ジング

28
（バイオセンシング・イメージング，医用画像処理，医用グラフィクス・触力覚，生体医工学）

の情報処理技術，例えば，光ピンセット，細胞三次元イメージング，
ナノ力計測，MRイメージング，医用画像処理，手術シミュレーション，
医用グラフィクスと触力覚情報処理，医療情報システムなど，次世代
を拓く計測・情報処理システムの研究教育に取り組んでいます．

研究紹介
★ 細胞触診システム
★ リアルタイム手術シミュレーション
★ 触感共有システム

• MRI 冠動脈イメージング
• 細胞三次元イメージング
• 筋電図・医療情報システム★ 触感共有システム • 筋電図 医療情報システム

19
※ 研究紹介で ★ マークのものはデモンストレーションがあります．• マークのものはパネル等での紹介となります．



※講座名横の数字は地図上の番号に対応しています

教育連携講座，研究プロジェクト，学内施設

シンビオティックシステム講座 （NEC連携講座）

研究室の概要 （ひらめきコンピューティング，共創コミュニケーション）

未来の情報システムは，コンピュータが単に知的に高度化されるではなく，人間と共生
し，人間の力を最大限に引き出すことで，より社会を豊かにすることができる．本講座は，
人間と共生できる情報システムの特性を検討し，人間の意図を理解，人間の知的活動を

30
• 高度対話制御
• 学習理解計測

ロビー

人間と共生できる情報システムの特性を検討し，人間の意図を理解，人間の知的活動を
理解する技術，さらに知的活動を支援する技術に関し，教育，研究しています．

研究紹介

・マルチセンサー行動計測
・人間行動モデリング
・コミュニケーション解析

・エモーション適応対話

★ラボ見学される場合の連絡先
Email: request@ccil.jp.nec.com

からだプロジェクト （融合領域推進研究）

プロジェクトの概要 （生体医工学，ロボティクス，仮想現実感）

本プロジェクトは，他の研究室，研究科，大学との横断的な研究プロジェクトを推進
する本学の融合領域推進プロジェクトの1つです 情報科学研究科内にあるヒト計測

31 IC2F

する本学の融合領域推進プロジェクトの1つです．情報科学研究科内にあるヒト計測
に関する機器やVR機器，そして計測ノウハウを集約し，簡単にそれらを用いた同時
計測ができるからだ計測センタの開発を行ったり，融合領域研究を立ち上げたりして
います．また，NEC C&C イノベーション研究所と連携し，計測対象を人間から社会に
広げ始めています．

研究紹介
★ からだ計測センタ

モーションキャプチャ，脳波・筋電，床圧力などを
簡単 時計測 きます

★ 人間の内部状態推定
モーション情報や筋電情報，および人間の筋骨
格 デ をもとに関節ト クや筋活動を推定します簡単に同時計測できます． 格モデルをもとに関節トルクや筋活動を推定します．

電子図書館 （附属図書館）

附属図書館では，電子図書館体験，閲覧室の見学や，本学
の紹介ビデオ放映を行っています

32

情報科学研究科の紹介ビデオ放映を行っています．

•体験コーナー
図書館の電子資料を実際に検索・閲覧することができます．
場所：図書館２階閲覧室ナビゲーションコーナー

•閲覧室を見学
閲覧室を自由に見学できます．
場所：図書館２階閲覧室

•大学紹介ビデオ放映
大学全体及び各研究科の概要が見られます

情報科学研究科

正門
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大学全体及び各研究科の概要が見られます．
場所：図書館３階マルチメディア提示室（1）

正門

※ 研究紹介で ★ マークのものはデモンストレーションがあります．• マークのものはパネル等での紹介となります．


